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闇夜に舞う伝統の神楽
― 横 堀 岩 戸 神 楽 保 存 会 夜 神 楽 公 演 ―





04　阿蘇市農業委員の紹介
06　特定健診のご案内
08　阿蘇市のニュースをお届けする「フラッシュニュース」
10　まちの話題
14　田空わがまち自慢　▶ 乙姫区
16　市役所からのお知らせ
16　　▶ インフルエンザ予防接種 16　　
16　　▶ 市営住宅入居申し込み
18　暮らしの情報
22　人権作文　▶ 今村心海さん

23　大事にしたい、懐かしい阿蘇の生活 No.30
24　図書館へ行こう！ ▶ ホームページリニューアル
25　やまなみハイウェイ開通 50 周年記念ﾘﾚｰｺﾗﾑ
16　　▶ 大分県由布市
26　くらしカレンダー・お慶び・ご寄付
28　地産地消クッキング　▶ 三色ダイコンもち
16　さわやかフレッシュマン　▶ 市原 豪さん

今月の「夢を追いかけて」と「自慢の学校」のコーナーはお休みです。
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　横堀岩戸神楽保存会（岩瀬
國興会長、17 名）は 8 月 23 日、
同会初めてとなる夜神楽公演
を行いました。地域住民へ日
頃の感謝を込め企画されたも
ので、観客約 250 名が伝統芸
能を楽しみました。
　横堀岩戸神楽は市の民俗文
化財に指定されており、中江
岩戸神楽とともに、市の伝統
芸能を継承しています。
　この日は、新調した鮮やか
な衣装で「柴引」や「八雲払」
など 4 演目を披露。観客は幻
想的な夜の神楽を楽しみまし
た。
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秋の全国交通安全運動市役所総務課 防災交通係
☎２２－３１１１

9 月 21 日㊐ ～ 30 日㊋
9 月 30 日㊋は交通事故死ゼロを目指す日です

運
動
重
点

❶夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止
❷全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
❸飲酒運転の根絶
※阿蘇市においても、期間中は街頭指導やお知らせ端末での啓発を行い、交通事故防止を図ります。

9 月 20 日土は阿蘇市で
交通安全県民大会を開催！
詳しくは19㌻をチェック！

子供と高齢者の交通事故防止

夕暮れ時は早めのライトアップで事故を防止！
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白石 秀德
永草・枳

井　 春喜
古城2区・3の 1区・
3の 2区・4区

上野 政重
赤水・車帰

和田 敏喜
古城 5の 1区・5
の 2区・6区・7区

宮本 和明
下西河原・下東下原・
西下原・片隅・
荻の草・舞谷

寺川 隆文
東全区・町全区・分
全区

田端 秀吉
上東下原・上井手・
下井手・原口

室　 恒和
西全区・塩塚・古神
全区

岩本 弘史
西井手・上西河原・
下西河原・中原

山本 利幸
北区・町区・分区

古閑 昭憲
狩尾全区

柚上 広昭
馬場・豆札・桜町・
福原・下町

草尾 安幸
狩尾全区

石田 隆之
古閑・神石・福岡・
東仲町・西仲町・上
町

山内 市男
跡ヶ瀬・的石

市原 伸博
古城1区・3の 1区・
3の 2区・4区

　
任
期
満
了
に
伴
い
７
月
６
日
に
執

行
さ
れ
た
農
業
委
員
一
般
選
挙
は
、

全
て
の
選
挙
区
で
立
候
補
者
が
定
数

を
超
え
な
か
っ
た
た
め
投
票
は
実
施

さ
れ
ず
、
30
名
の
立
候
補
者
が
当
選

し
、
市
議
会
推
薦
４
名
、
農
業
団
体

推
薦
３
名
、
合
わ
せ
て
37
名
の
農
業

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
22
日
に
行
わ
れ
た
農

業
委
員
会
総
会
で
、
会
長
に
古
閑
昭

憲
氏
、
会
長
職
務
代
理
者
に
寺
川
隆

文
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
に

選
任
さ
れ
た
古
閑
氏
は
、「
担
い
手

の
不
足
、
農
業
者
の
高
齢
化
な
ど
厳

し
い
農
業
情
勢
は
続
き
ま
す
が
、
優

良
農
地
の
確
保
や
耕
作
放
棄
地
の
解

消
な
ど
、
阿
蘇
市
の
農
業
の
維
持
・

発
展
を
目
指
し
尽
力
し
ま
す
」
と
、

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

阿
蘇
市
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

３７人

問
農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
２
２-

３
２
５
４

市議会推薦農業共済推薦

会 長

※氏名下に記載の行政区は担当地区。（敬称略、行政区順）

職務代理者
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猪島 敏治
黒流町・今町・小池

宮本 和誠
元黒川・南黒川・
上西黒川

永富 久義
狩尾全区

岩下 義國
坂の上・大道

児玉 正孝
元黒川・東黒川・
坊中・北黒川

岩下 雄治
成川・折戸・宇土・
浜川

赤尾 信一
立塚・横堀・遊雀・
中道

伊藤 次幸
乙姫・下西黒川・
黒川千丁

木村 広典
内牧全区・小里

丸山 今朝德
小園・小地野・笹倉

佐藤　 博
道尻・下役犬原・
上役犬原

中島 正已
西湯浦・湯浦・南宮
原・深葉・西小園

菊池 金輝
坂の上・大道

宮﨑 健幸
小倉・西小倉・小池

緒方 洋子
成川・折戸・宇土・
浜川

佐藤 德雄
山崎・仁田水・中江・
滝水

北里 憲治
小野田町・新村・
下の原、本村

西村 正一
西町・竹原・蔵原

天艸 晴夫
赤仁田・楢木野・
中江

佐伯 俊二
山田・原の口・
鷲の石・茗ヶ原

西村 秀雄
竹原・蔵原・東黒川・
坊中

市議会推薦

市議会推薦

市議会推薦

農協推薦

土地改良区推薦

当選証書授与式のようす

　
農
業
委
員
会
は
農
地
の
利
用
集
積

や
権
利
調
整
、耕
作
放
棄
地
の
抑
制・

解
消
支
援
、
農
業
経
営
の
合
理
化
な

ど
、
農
地
の
効
率
的
な
利
用
促
進
に

関
す
る
業
務
を
処
理
し
ま
す
。

　
農
地
の
売
買
や
賃
借
、
農
地
転
用

な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相
談
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
各
地
区
の
農
業
委
員
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



62014.09 広報あそ 

生活習慣病になる前に
年に１度は特定健診！

　保財政は、加入者の皆さまの保険税と市、
県及び国の補助金や負担金などで賄われて

いますが、今その国保財政が危機的状況にあり
ます。その主な原因は、医療費の大幅な増加です。 
　右の図は、阿蘇市と熊本県全体の 1 人当た
りの年間医療費を比較したものですが、阿蘇市
は常に県平均を上回っているとともに、前年
度比 105 パーセントの高い伸び率を示してい
ます。平成 20 年度の一人当たり年間医療費が
309,006 円だったものが平成 24 年度において
は 377,975 円となっています。
　高額な医療費を必要とするものが、「心臓・脳・
腎臓」の疾患です。これらの疾患は、先天性の
病気がない限り、生活習慣病が重症化すること
により引き起こされます。
　市では、自分の生活習慣病のリスク保有状況

がわかるために「特定健診」を実施しています。
放置するとどうなるのか、どの生活習慣を改善
するとリスクを減らせるのかを知り、予防する
ためにぜひ、年 1 回「特定健診」を活用してく
ださい。

阿蘇市の医療費が大幅に増加しています！

250,000

270,000

290,000

310,000

330,000

350,000

370,000

390,000

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24

阿蘇市
熊本県

　
偏
っ
た
食
生
活
や
睡
眠
不
足
、
運
動
不
足
、
喫
煙
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
の
積
み
重
ね
が
原
因
と
な
っ
て
発
症
す
る
が
ん

（
悪
性
新
生
物
）、
心
疾
患
（
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心

臓
病
）、
脳
血
管
疾
患
（
脳
梗
塞
や
ク
モ
膜
下
出
血
な
ど
の
脳

の
病
気
）
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
こ
と
を
生
活
習
慣

病
と
言
い
、
日
本
人
の
死
因
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す

（
左
グ
ラ
フ
参
照
）。

　
特
に
、
が
ん
は
30
年
以
上
も
死
因
の
第
１
位
と
な
っ
て
お

り
、
国
民
の
２
人
に
１
人
の
割
合
で
が
ん
に
か
か
り
、
３
人

に
１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
る
な
ど
、
日
本
人
の
「
国
民
病
」

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
初
期
に
お
け
る
生
活
習
慣
病
は
特
に
自
覚
症
状
が
な
い
こ

と
も
多
い
た
め
、
い
つ
の
間
に
か
病
気
が
進
行
し
て
し
ま
う

危
険
が
あ
り
ま
す
が
、
普
段
の
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
疾
病
の
予
防
や
早
期
の
発
見
・
治
療
に
よ
る
健
康

回
復
を
図
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
の
大
事
な
ポ
イ

ン
ト
は
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
自
分
自
身
の
健
康
状
態

を
常
に
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
で
す
。

　
健
診
は
発
病
し

て
か
ら
で
は
な

く
、
健
康
な
状
態

の
う
ち
に
受
診
し

て
こ
そ
意
味
が
あ

り
ま
す
。「
時
間

が
な
い
」「
元
気

だ
か
ら
大
丈
夫
」

な
ど
と
考
え
ず
自

分
の
健
康
の
た

め
、
ぜ
ひ
定
期
的

に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。（
出
典
：

政
府
広
報
オ
ン
ラ

イ
ン
）

国

●死因別死亡割合（平成２４年）

複合健診（住民健診）のご案内

国保の
はなし

問ほけん課 国保・年金係　☎２２ ‐ ３１４５

がん
28.7%

心疾患
15.8%

脳血管疾患
9.7%

肺炎
9.9%

その他　21.1%

老衰　4.8%

不慮の事故　3.3%

自殺　2.1%
腎不全　2.0%

慢性閉塞
性肺疾患
　1.3%

肝疾患　1.3%

（円）

（年）
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健診項目 対象者（今年度到達年齢） 自己負担額 実際にかかる
健診料金

30歳代健康診査 ( 医師の診察、問診、
身体計測、血液・尿検査、心電図 )

国保加入者で 30 歳～ 39 歳に
なる人 500円 7,800円

特定健康診査 ( 医師の診察、問診、
身体計測、血液・尿検査、心電図 )

国保加入者で 40 歳～ 74 歳に
なる人 500円 7,800円

後期高齢者健康診査 ( 医師の診察、
問診、身体計測、血液・尿検査 ) 後期高齢者医療加入者 800円 7,560円

肝炎ウイルス検診
＊これまでに受診した方は対象外です。

40 歳以上の男女（41 歳・46 歳・
51 歳・56 歳・61 歳・66 歳・71 歳にな
る方は無料）

400円 2,540円

前立腺がん検診（採血） 50 歳以上の男性 300円 1,650円

胸部レントゲン検診
( 肺がん・結核検診 ) 40 歳以上の男女（妊婦を除く） 300円 1,890円

胃がん検診
（バリウムを飲んでレントゲン撮影） 40 歳以上の男女（妊婦を除く） 700円 4,680円

大腸がん便潜血検査（便潜血 2 日法） 40 歳以上の男女 300円 1,690円

超音波検診
（上腹部に超音波をあて検査） 30 歳以上の男女　 600円 3,500円

子宮頸がん検診 20 歳以上の女性（平成 26 年 4
月 1 日現在で 20 歳の方は無料） 600円 4,100円

乳がん
検診

乳房超音波検査 30 歳以上の女性 400円 2,580円

乳房レントゲン検査
( マンモグラフィ )

40 歳以上の女性（平成 26 年 4
月 1 日現在で 40 歳の方は無料） 800円 4,860円

秋
の
複
合
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！
　

市
で
は
、
健
診
料
金
の
一

部
を
助
成
し
て
お
り
、
上
表

の
と
お
り
自
己
負
担
は
数
百

円
と
、
格
段
に
安
く
健
診
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

過
去
２
年
の
間
に
、
秋
の

健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
に
は
、

健
診
セ
ッ
ト
（
問
診
票
な

ど
）
を
10
月
上
旬
に
お
送
り

し
ま
す
。
今
回
初
め
て
健
診

を
希
望
す
る
方
は
、
一
の
宮

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
‐

５
０
８
８
）
ま
で
、
事
前
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
健
診
日
程

　
11
月
３
日
月
・
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

　
11
月
４
日
火
・
一
の
宮
体
育
館

　
11
月
５
日
水
・
阿
蘇
体
育
館
（
第
２
体
育
館
）

　
11
月
６
日
木
・
阿
蘇
体
育
館
（
第
２
体
育
館
）

　
11
月
７
日
金
・
一
の
宮
体
育
館

　
11
月
８
日
土
・
波
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
11
月
９
日
日
・
阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
11
月
10
日
月
・
阿
蘇
体
育
館
（
第
２
体
育
館
）

※
11
月
３
日
月
は
、
託
児
を
行
い
ま
す
。

　
前
日
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�（
託
児
予
約
者
の
健
診
受
付
時
間
は
午

前
10
時
か
ら
10
時
30
分
ま
で
で
す
。）

問
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
２
‐
５
０
８
８

健 診
内 容

※
本
年
度
、
す
で
に
受
診
し
た
方
は
重
ね
て
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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阿蘇市のニュースをお届けする フラッシュニュース

草原守る活動拠点施設 工事始まる
エコツーリズムセンター（仮称）来年 3 月完成予定

　

草
原
活
動
拠
点
施
設

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の

建
設
工
事
が
始
ま
り
８

月
12
日
、
関
係
者
約
50

人
が
参
加
し
、
小
里
に

あ
る
建
設
地
で
地
鎮
祭

が
行
わ
れ
、
工
事
期
間

中
の
安
全
が
祈
願
さ
れ

ま
し
た
。

　
同
施
設
は
、
敷
地
内
に
環
境

省
が
整
備
す
る
「
阿
蘇
草
原
学

習
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
横
に

建
設
さ
れ
る
も
の
で
、
来
年
３

月
の
完
成
、
４
月
か
ら
の
運
用

●施設概要
（規模）建築面積：７２９・４８平方㍍
　　　　延床面積：６４８・０７平方㍍
（構造）木造一部鉄骨造平屋建て
●施設機能
　・�エコツーリズムセンターと阿蘇草原
学習センターの総合受付窓口

　・草原・観光に関する情報発信
　・エコツアーやガイドの仲介
　・草原関係団体の入居

開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　
運
用
に
当
た
っ
て
は
両
施
設

が
連
携
し
、
草
原
の
保
全
や
学

習
、
利
活
用
な
ど
草
原
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

完成予想図

地
鎮
祭
の
よ
う
す

地元の素材生かした「然」ドリンク販売
「然」ブランド　初めて商品化

　
阿
蘇
温
泉
観
光
旅
館
協

同
組
合
は
８
月
１
日
、
市

の
地
域
観
光
振
興
ブ
ラ
ン

ド
「
然
」
の
一
環
と
し
て

２
つ
の
『
然
ド
リ
ン
ク
』

を
開
発
し
、
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
商
品
は
、
阿
蘇
産
さ
ち

の
か
を
使
用
し
た
『
然
ウ

ォ
ー
タ
ー
苺
』
と
蒸
製
玉

緑
茶
を
使
用
し
た
『
然
煎

茶
』
の
２
品
。
そ
れ
ぞ
れ

「
然
」
認
定
者
が
手
掛
け

る
素
材
を
使
用
し
、
昨
年

10
月
か
ら
開
発
を
進
め
、

然
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
初

め
て
の
商
品
化
と
な
り
ま
し

た
。

　

販
売
は
道
の
駅
「
あ

そ
」、
道
の
駅
波
野
「
神

楽
苑
」
の
ほ
か
、
同
組
合

加
盟
店
、
然
認
定
者
各
店

な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

１
本
・
１
５
０
円
（
税
込
）

WebTV アソ
動 画

ドリンクの開発に携わった内牧温泉女
将の会「ゆうすげ会」の皆さん。開発
には半年以上を費やしたとのこと。
問阿蘇温泉観光旅館協同組合

☎ 32-1960
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恒例の夏祭り、多くの人出で賑う
なみの高原納涼まつり・大阿蘇火の山まつり

　
毎
年
恒
例
の
阿
蘇
の
夏
祭
り

「
な
み
の
高
原
納
涼
ま
つ
り
」

と
「
大
阿
蘇
火
の
山
ま
つ
り
」

が
８
月
15
日
、
19
日
・
20
日
に

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、
両
イ
ベ
ン
ト
と

も
に
天
候
が
心
配
さ
れ
る
中
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
悪

天
候
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
人

た
ち
で
賑
い
ま
し
た
。

　
火
の
山
ま
つ
り
で
は
、
初
め

て
の
取
り
組
み
と
し
て
内
牧

の
イ
ベ
ン
ト
広
場
「A
あ
ー
と
ち

rt-chi

」

で
内
牧
温
泉
街
繁
栄
会
の
イ
ベ

ン
ト
が
同
時
開
催
さ
れ
、
ユ
ニ

ー
ク
な
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で
会

場
を
沸
か
せ
る
な
ど
、
阿
蘇
市

誕
生
10
周
年
に
相
応
し
い
祭
り

と
な
り
ま
し
た
。

1

2

3 4

5 6

昨年に引き続き行われた火の山まつり開会式でのバルーンリリース。
色とりどりの風船が空を舞った。

1 波 野 子 ど も 神 楽
ク ラ ブ が 伝 統 芸
能を披露。

2  阿 蘇 市 出 身 の 演
歌 歌 手 山 内 二 郎
さ ん の 歌 声 が 会
場に響いた。

3 6 32 基 の 子 ど
も 樽 み こ し が 露
店街をパレード。
可 愛 い ハ ッ ピ 姿
の 子 ど も た ち に
沿 道 か ら 拍 手 が
送られた。

4 内 牧 温 泉 街 繁 栄
会 の イ ベ ン ト。
シ ョ ー タ レ ン ト
阿 蘇 狩 男 さ ん の
シ ョ ー は 来 場 者
の笑いを誘った。

5 フ ィ ナ ー レ の 総
踊 り に は 地 区 や
企 業 な ど 38 団
体 1,341 人 が 参
加。 祭 り を 締 め
くくった。

なみの

なみの 火の山 火の山

火の山火の山

WebTV アソ
動 画
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狩
尾
地
区
の
釣
り
愛
好
家
グ
ル
ー
プ
（
草
尾
惟
直

会
長
、
13
人
）
は
７
月
26
日
、
黒
川
に
数
千
匹
の
鯉

の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
一
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
、
河
川
氾
濫
に
よ
り
家
屋

や
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
黒
川
の
悪

い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
黒
川

の
環
境
美
化
を
図
ろ
う
と
企
画
。
参
加
し
た
メ
ン
バ

ー
は
一
斉
に
放
流
し
、
鯉
の
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

　
草
尾
会
長
は
「
川
で
遊
ぶ
子
ど
も
も
少
な
く
な
っ

た
が
、
美
し
い
黒
川
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
は

７
月
25
日
、
小
嵐
山
前
の
黒
川
で
特
別
機

動
救
助
隊
に
よ
る
水
難
救
助
基
礎
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　
水
難
事
故
が
多
い
夏
季
を
中
心
に
定
期

的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
10

人
が
空
気
ボ
ン
ベ
を
装
着
し
水
中
で
の
捜

索
や
、
ボ
ー
ト
上
か
ら
の
捜
索
訓
練
に
臨

み
、
水
難
事
故
な
ど
に
備
え
ま
し
た
。

　
近
年
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
急
流
で
の

レ
ジ
ャ
ー
が
流
行
し
て
お
り
、
水
難
事
故

も
多
い
こ
と
か
ら
消
防
署
で
は
急
流
救
助

訓
練
も
計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
消

防
本
部
の
中
村
定
和
消
防
士
長
は
「
あ
ら

ゆ
る
局
面
で
対
応
で
き
る
よ
う
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

美しい黒川をこれからもずっと
狩 尾 地 区 の 住 民 が 鯉 を 放 流

夏場の水難事故に備えて
水難救助基礎訓練

ボ
ー
ト
上
で
捜
索
訓
練
に
臨
む

消
防
署
員

まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

釣り愛好家グループの皆さん

　阿蘇市交通指導員を退職された方
に対する感謝状贈呈式が７月７日、
市役所で行われ、ことし３月末に退
職された山口定俊さん（東仲町）、
井勝喜さん（笹倉）に感謝状が贈呈
されました。
　山口さんは、平成１５年に就任以
来約１１年間、井さんは、平成２０
年に就任以来６年間にわたって街頭
指導やイベントなどでの交通指導を
務められ、交通事故防止に大きく貢
献されました。
　交通指導員は、毎月の街頭指導を

はじめ、交通安
全運動期間中の
活動やイベント
などの交通指導
にご尽力いただ
いています。

退職交通指導員に
感謝状を贈呈
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馴染みの音楽で復興支援
復興支援２０１４歌暦みコンサート

　
復
興
支
援
２
０
１
４

歌
暦
み
コ
ン
サ
ー
ト
が

７
月
21
日
、
市
内
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
、
約

５
０
０
人
が
来
場
し
賑

わ
い
ま
し
た
。「
あ
そ

Ｂ
Ｏ
Ｙ
カ
ラ
オ
ケ
会
」

（
井
野
千
恵
子
代
表
）

が
実
施
し
た
も
の
で
昨

年
に
続
き
２
回
目
。

　
こ
と
し
は
タ
レ
ン
ト

の
太
田
黒
浩
一
さ
ん
を

司
会
に
楽
し
く
繰
り
広

げ
ら
れ
、
波
野
子
ど
も

太
鼓
「
黒
鶇
」
の
演
奏

を
は
じ
め
、『
大
阿
蘇

音
頭
』
を
歌
う
阿
蘇
市

出
身
の
歌
手
「
川
畠
ま

ゆ
み
」
さ
ん
、『
阿
蘇

も
の
が
た
り
』、『
大
阿

蘇
音
頭
』
を
作
詞
作
曲

し
た
「
ハ
ル
」
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
、

馴
染
み
の
曲
の
生
演
奏

に
観
客
は
酔
い
し
れ
ま

し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
全
員

で
大
阿
蘇
音
頭
を
踊

り
、
阿
蘇
市
に
元
気
を

贈
り
ま
し
た
。
な
お
、

売
上
金
の
一
部
は
復
興

支
援
金
と
し
て
阿
蘇
市

へ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。

City Topics ま ち の 話 題

九州各県の
ボーイスカウトが集結
第９回九州・沖縄野営大会

　
九
州
各
県
か
ら
の
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
が
集
う
第
９
回
九
州
・
沖
縄

野
営
大
会
が
８
月
６
日
か
ら
８
日

に
か
け
て
阿
蘇
い
こ
い
の
村
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
自
然
と
友
情
に
感
謝
」
を

テ
ー
マ
に
、
野
営
を
通
じ
て
大
自

然
の
中
で
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
ス

カ
ウ
ト
同
士
の
友
情
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
、
各
県
か
ら
総
勢

１
１
０
０
人
が
参
加
し
、
野
外
で

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

※ 

阿
蘇
地
域
で
は
、
昨
年
12
月
に

「
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
阿
蘇

第
６
団
」
と
し
て
発
団
し
、
現

在
８
人
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
佐
久
間
研
治
団
委
員

長
（
☎
０
９
０
‐
１
３
６
１
‐

９
８
４
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
市
内
教
職
員
の
指
導
力
向
上
を
図
ろ

う
と
７
月
30
日
、
阿
蘇
市
教
育
研
究
会

全
体
研
修
会
が
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家

で
行
わ
れ
、
市
内
小
・
中
学
校
教
職
員

や
高
校
教
職
員
、
幼
稚
園
・
保
育
園
長

な
ど
約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
大
使
や
文

化
庁
長
官
な
ど
を
歴
任
し
た
近
藤
誠
一

氏
が
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
、
子
ど
も
た

ち
に
何
を
教
え
る
か
？
」と
題
し
講
演
。

ま
た
、
波
野
小
学
校
の
中
村
泉
教
諭
が

国
内
留
学
で
の
特
別
支
援
教
育
の
実
践

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
研
究
会
で

は
、
全
体
研
修

の
ほ
か
、
授
業

の
実
践
研
究
な

ど
を
行
い
、
指

導
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま

す
。

教職員の指導力向上目指して
阿蘇市教育研究会全体研修会

野
営
大
会
開
会
式
の
よ
う
す



障害年金 無料相談コーナー
※ご病気や事故で身体に一定の障害が残存した場合、障害給付を
　受けられることがあります。先ずはお気軽にご相談下さい。

弊所の主業務ご案内　　◆迅速、丁寧、親切をモットー　　◆申請時の着手金は無料です
労働・社会保険加入／脱退　・労働契約　・労働条件　・就業規則／規程　・保険請求　・賃金計算　・雇用／人事等　・ETC

(受付 ９時～17時、日曜休み)

SRj 軸丸社労士事務所
☎　０９６７－２２－１２０１ ( F A X 同 )

携 帯 　０８０－１４４９－９４４４

〶869-2611
熊本県阿蘇市一の宮町坂梨６１０番地１
（Ｒ５７東進、坂梨小学校前信号左折すぐ）

まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

　
農
作
物
を
霜
の
被
害

か
ら
守
り
豊
作
を
祈
る

霜
神
社
の
火
焚
き
神
事

が
８
月
19
日
に
始
ま

り
、
同
神
社
の
火
焚
き

小
屋
に
火
を
入
れ
る

「
乙
女
入
神
事
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
国
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
「
阿
蘇
の
農

耕
祭
事
」
の
一
つ
で
あ

る
火
焚
き
神
事
は
、
阿

蘇
開
拓
の
神
で
あ
る
建

磐
龍
命
の
家
来「
鬼
八
」

が
、
首
を
斬
ら
れ
た
こ

と
に
よ
る
恨
み
を
鎮
め

る
た
め
に
始
め
ら
た
と

さ
れ
ま
す
。
祀
ら
れ
た
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五穀の豊作を願って
霜神社の火焚き神事始まる

広
告

鬼
八
の
ご
神
体
を
温
め

る
火
の
世
話
人
「
火
焚

き
乙
女
」
は
、
今
回
で

２
５
７
４
代
目
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
火
焚
き
乙

女
の
佐
藤
絢
栞
さ
ん

（
阿
蘇
小
学
校
２
年
）

と
介
添
え
の
佐
藤
美
津

江
さ
ん
（
竹
原
）
は
、

起
こ
さ
れ
た
火
種
を
火

焚
き
小
屋
で
受
け
取

り
、
ご
神
体
に
火
を
灯

し
ま
し
た
。
10
月
16
日

ま
で
の
59
日
間
、
年
番

の
竹
原
地
区
の
世
話
役

が
交
代
で
火
焚
き
を
続

け
ま
す
。

薪
に
火
を
付
け
る
絢
栞
さ
ん
（
左
）
と
、

介
添
え
の
美
津
江
さ
ん
。

終戦前後の坂梨小はどうだった？
地域住民が当時の思い出語る

　
坂
梨
小
学
校
４
年
生
（
10
人
）
が
８
月

17
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
、
阿
蘇
青
少
年

交
流
の
家
で
集
団
宿
泊
「
自
然
教
室
」
を

行
い
、
同
小
を
卒
業
し
た
中
川
竹
久
さ
ん

（
下
町
）
が
終
戦
前
後
の
坂
梨
小
学
校
の

体
験
に
つ
い
て
講
話
し
ま
し
た
。

　
中
川
さ
ん
は
、
終
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
兵

が
学
校
を
訪
れ
驚
い
た
話
や
、
分
散
教
育

で
児
童
が
分
か
れ
て
学
校
に
通
っ
て
い
た

話
な
ど
、
当
時
の
出
来
事
を
交
え
な
が
ら

思
い
出
を
語
り
ま
し
た
。

　
児
童
は
「
昔
の
坂
梨
小
の
は
な
し
が
聞

け
て
良
か
っ
た
」と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。 自作の地図で当時のようすを語る中川さん（左）
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16 年続く小さなコンサート
りんどう保育園

アマービレコンサート

　
り
ん
ど
う
保
育
園
で
７
月
25
日
、
ア

マ
ー
ビ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
園

児
や
保
護
者
、
地
元
住
民
が
集
ま
り
、

演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
同
園
卒
園
者

の
村
上
喜
久
子
氏
（
熊
本
市
在
住
）
ほ

か
２
名
が
身
近
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、

こ
と
し
で
16
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

演
奏
は
映
画
「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」

の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
や
「
火
の
国
旅
情
」

な
ど
を
披
露
し
、
園
児
た
ち
は
手
拍
子

を
た
た
い
て
楽
し
み
ま
し
た
。

広
告

【お詫びと訂正】
広報あそ 8月号 5㌻、９㌻、１５㌻の内容に一部訂
正がありました。お詫びして修正します。
５㌻：１４０基の免震設備　⇒　７２基の免震設備
９㌻：北側から出庫　⇒　南側から出庫
15㌻：住大翔さん（一の宮中学校）⇒（阿蘇中学校）

全国、世界で大活躍！
テコンドー競技

●ジュニアオリンピックカップ
　第 7 回全日本ジュニアテコンドー選手権

（7月 27日、長野県）
▶高校生女子＋ 52kg 級
　優勝／本田琴子（阿蘇中央高校３年）　
▶高校生女子 ‐ 46kg 級
　第3位／西村真利愛�（韓国昌

チャンオンヨンホ
原龍湖高校２年、一の宮中出身）

▶中学生女子 ‐ 51kg 級　
　第 3位／米田�優（一の宮中学校２年）　
▶小学生６年男子
　第 3位／田北歩夢（宮地小学校６年）

全国大会出場おめでとう！
● 全国高等学校体育大会　競泳フリーリレー

（8月 17日～、長野県）

●第６９回国民体育大会　競泳
（9月 12日～、長崎県）

　有働�毬加（九州学院高校 1年、阿蘇中出身）
●第６９回国民体育大会　陸上競技 400㍍走

（10月 18日～、長崎県）

　江藤�拓都（九州学院高校 2年、阿蘇中出身）

（敬称略、大会開催日順）

●第 3 回ソンナム国際
　ジュニアテコンドー大会

（8月 14日～ 17日、韓国城南）
▶ ‐ 41kg 級
　準優勝／富田大翔

　（宮地小学校６年）　

写
真
右
が
富
田
さ
ん

市役所での表敬訪問のようす
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　ＡＳＯ田園空間博物館では地域ならで
はの魅力を伝えるため、地域の方々と協
力した散策イベントを定期的に開催して
います。
　地域活動を活発に行っている団体の取
り組みを紹介する「田空わがまち自慢」
第 9回目は、乙姫子安河原観音や乙姫神
社を管理している「乙姫区」の皆さんに
お話しを伺いました。

全
国
各
地
か
ら
参
拝

「
乙
姫
子
安
河
原
観
音
」

　
年
前
ま
で
、
年
間
数
千

人
し
か
参
拝
者
が
い
な

か
っ
た
乙
姫
子
安
河
原
観
音
で

す
が
、
現
在
で
は
全
国
各
地
か

ら
年
間
４
万
人
が
参
拝
に
訪
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
参
拝
者
を
増
や
す

た
め
に
、
当
時
の
区
長
を
始
め

乙
姫
区
で
集
ま
り
何
度
も
知
恵

を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
「
乙
姫
子
安
河
原
を
た
く
さ

ん
の
方
に
知
っ
て
も
ら
お
う
」

と
、
最
初
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

は
、
最
寄
り
の
内
牧
駅
か
ら
子

安
河
原
観
音
ま
で
の
案
内
図
を

載
せ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

で
し
た
。
そ
の
後
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
絵
馬
や
お
守
り
の
販
売
、

ま
た
、
県
外
の
方
に
も
紹
介
で

き
る
よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
境
内
に

参
拝
者
が
自
由
に
記
載
で
き
る

ノ
ー
ト
を
設
置
し
た
こ
と
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
が
り
、
参

拝
者
が
増
加
し
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
が
ノ
ー
ト
に
残
し
た

言
葉
は
「
こ
こ
で
お
参
り
し
た

お
か
げ
で
か
わ
い
い
女
の
子
を

授
か
り
ま
し
た
」
な
ど
、
お
礼

の
言
葉
が
ほ
と
ん
ど
で
、
私
た

ち
も
大
変
う
れ
し
く
、
ま
た
、

今
以
上
に
参
拝
に
来
て
い
た
だ

け
る
よ
う
整
備
し
て
い
こ
う
と

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

グ
ッ
ズ
好
評
で

乙
姫
神
社
の
参
拝
者
倍
増

　
成
25
年
度
か
ら
、
Ａ
Ｓ

Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
と

と
も
に
地
域
散
策
イ
ベ
ン
ト
を

年
２
回
程
度
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も

Ｊ
Ｒ
九
州
と
年
１
回
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
熊

本
県
民
テ
レ
ビ
の
提
供
で
県
民

農
園（
乙
姫
農
園
）を
作
っ
て
、

一
般
の
方
に
高
菜
や
も
ち
米
の

植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
を
体

験
し
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
を

乙姫区の皆さん（子安河原観音にて）

８

開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
に

は
、
子
安
河
原
観
音
の
焼
印
を

押
し
た
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う
を
お

土
産
と
し
て
渡
し
て
お
り
、
大

変
喜
ば
れ
ま
す
。

　
他
に
も
福
岡
に
行
き
、
乙
姫

で
育
て
た
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
販
売

や
乙
姫
区
の
活
動
が
わ
か
る

「
乙
姫
新
聞
」
を
年
12
回
発
行

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
昨
年
度
は
子
安
河
原

観
音
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
乙
姫
神
社
の
絵

馬
掛
け
の
設
置
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
案
内

図
が
分
か
り
づ
ら
い
と
い
う
声

や
、
子
安
河
原
観
音
、
乙
姫
神

社
に
行
っ
て
も
、
お
参
り
の
仕

平

Ａ Ｓ Ｏ 田 園 空 間 博 物 館 通 信 No.57

空田 わがまち自慢
乙 姫 区

第９回

子授かり安産の守り神として祀られるご神
体。川石を持って帰り股に挟むと子を授か
ると言い伝えられている。（子安河原観音）



こ
れ
か
ら
に
向
け
て

　
拝
者
の
中
に
は
、
子
安

河
原
観
音
と
乙
姫
神
社

の
場
所
を
間
違
え
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
こ
れ
を
解

決
す
る
た
め
に
も
案
内
看
板
を

増
や
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
参
拝
者
に
気
持

ち
良
く
お
参
り
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
参
り

看
板
の
設
置
や
、
乙
姫
神
社
の

参
道
の
両
サ
イ
ド
に
「
灯
篭
」

を
並
べ
参
拝
者
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
工
夫
も
し
て
い

数
も
24
年
度
に
比
べ
、
２
倍
に

増
え
ま
し
た
。

後
継
者
不
足
の
祭
り
を

乙
姫
全
体
で
取
り
組
む

　
在
、
乙
姫
神
社
で
は
、

祭
り
の
後
継
者
が
い
な

い
こ
と
が
一
番
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昔
は
乙
姫
の
４
地

区
が
代
わ
り
が
わ
り
に
祭
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も

神
輿
の
担
ぎ
手
が
少
な
く
な
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
今
で
は

乙
姫
の
４
地
区
合
同
で
祭
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
日
に
祭
り
が
重

な
っ
た
と
き
は
、
小
学
校
と
連

携
し
て
学
校
を
早
退
し
て
祭
り

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
な
ど
し

て
対
応
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

子
ど
も
が
減
っ
て
き
て
い
る
現

状
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
今
後

は
氏
子
会
を
作
っ
て
、
氏
子
会

を
中
心
と
し
た
祭
り
を
開
催

し
、
乙
姫
全
体
を
巻
き
込
ん
だ

祭
り
に
し
て
い
こ
と
い
う
取
り

組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。
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現

方
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
案
内
図
を
一
つ
ひ
と
つ
見

直
し
、
見
や
す
く
分
か
り
や
す

い
地
図
へ
と
作
り
上
げ
、
別
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
お
参
り
の

仕
方
を
書
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

も
作
り
ま
し
た
。
乙
姫
神
社
で

は
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
た

い
と
考
え
、
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間

博
物
館
の
協
力
の
も
と
、
絵
馬

掛
け
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、

も
っ
と
参
拝
者
を
増
や
し
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
お
守
り
な

ど
の
グ
ッ
ズ
も
作
り
、
そ
の
効

果
も
あ
り
、
今
で
は
参
拝
者
の

参

１�祭りの後継者不足が深刻な乙姫神社大祭。こ
としも子どもたちが手作りの神輿で地域を練
り歩いた。
２�ASO田園空間博物館と連携したイベントのよ
うす。
３�焼印を押した子安河原観音の紅白まんじゅう。

き
た
い
で
す
。

　
さ
ら
に
、
現
在
開
催
し
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
な
が
ら

今
ま
で
以
上
に
乙
姫
区
を
Ｐ
Ｒ

で
き
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

へ
の
「
お
も
て
な
し
」
の
充
実

を
図
る
た
め
に
、
乙
姫
に
し
か

な
い
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
の

開
発
に
取
り
組
み
、
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
に
「
乙
姫
に
来
て
よ

か
っ
た
」、「
ま
た
乙
姫
に
来
た

い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

１

２ ３

サテライト募集！
　ＡＳＯ田園空間博物館では、阿蘇
市内各地域の中で大切に守られ、今
後も後世へと残していきたい自然、
景観、風景、歴史、文化などを「サ
テライト」として登録しています。
　皆さんが大切に管理、保存されて
いる阿蘇の「宝」をサテライトとし
て登録してみませんか？私たちが皆
さまの活動を応援します。

【詳細はこちらまで】
ASO 田園空間博物館（道の駅阿蘇）
☎ 35-5077

▷▷▷ホームページ
http：//www.aso-denku.jp/

乙
姫
神
社
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CITY INFORMATION 市 役 所からのお知らせ

　
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
冬
に

流
行
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
は
、感
染
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

発
病
を
予
防
す
る
効
果
は
あ
り
ま
す
。

●
接
種
期
間　
10
月
１
日
～
12
月
末
ま
で

●
接
種
対
象　
市
に
住
民
票
が
あ
る
人

●�

持
参
物　

▽
保
険
証　

▽
接
種
料
金

（
１
０
０
０
円
）　
▽
母
子
健
康
手
帳
（
子
ど

も
の
場
合
）

※
問
診
票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

※�

阿
蘇
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
す
る

場
合
は
事
前
に
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

流
行
る
前
に
予
防
を
。
予
防
接
種
は
10
月
１
日
か
ら
開
始
！

●
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
２
２
‐
５
０
８
８

季次
の
点
を
ご
理
解
い
た
だ
き
個
人
の

判
断
に
よ
り
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い

▼ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
重
症

化
な
ど
の
防
止
に
と
っ
て
有
効
な
手
段

の
ひ
と
つ
で
す
が
、
接
種
す
れ
ば
必
ず

罹
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
腫
れ
た
り
、
熱
が

出
る
な
ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ

り
、
ま
れ
に
重
篤
な
症
状
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

年齢（接種時） 接種回数 自己負担額

３～６４歳 １～２回（希望に応じて※） １，０００円／回
接種代金 3,600 円のうち 2,600 円を市

が助成します。６５歳以上 １回

●接種回数と費用

※�２回接種する場合は、3～ 13歳未満は 2～ 4週間、13～ 65歳未満は 1～ 4週間の間隔をあ
けましょう。

●接種医療機関

広
告

医療機関名 電　話 医療機関名 電　話
大阿蘇病院 ☎２２－２１１１ 問端内科 ☎３２－０１０２
古閑医院 ☎２２－３０００ 家入整形外科 ☎３２－００４８
一の宮整形外科 ☎２２－３９１１ 阿蘇温泉病院 ☎３２－０８８１
阿蘇やまなみ病院 ☎２２－０５２５ 坂梨ハートクリニック ☎２４－６２６２
松見内科クリニック ☎２２－０２６０ たくもと小児科クリニック ☎３４－２２０２
市原胃腸科外科 ☎３４－１２１１ 栗林内科医院 ☎２４－１０２４
脇胃腸科 ☎３２－２５００ 阿蘇医療センター ☎３４－０３１１
小野主生医院 ☎３２－００３９ 波野診療所 ☎２４－２２０３

※�事前の予約が必要になりますので、接種される医療機関にお問い合わせください。
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市
営
住
宅
池
尻
団
地
の
入
居
者
募
集

入
居
申
し
込
み
手
続
き
は
９
月
26
日
金
ま
で
！

●
住
環
境
課 

住
宅
係　
☎
２
２
‐
３
１
６
９

　
替
移
転
を
目
的
と
し
た
池
尻
団

地
に
つ
い
て
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
に
空

き
が
生
じ
ま
し
た
の
で
入
居
を
募
集
し

ま
す
。

　
希
望
す
る
方
は
、
入
居
資
格
及
び
連

帯
保
証
人
要
件
を
確
認
の
上
、
９
月
26

日
金
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

単
身
で
の
入
居
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

そ
の
他
の
市
営
住
宅
の
抽
選
会
も
同

時
に
行
う
予
定
で
す
。

●
家
賃

　

�

入
居
者
の
所
得
に
応
じ
、
月
額

２
４
８
０
０
円
か
ら
４
８
６
０
０
円

の
間
で
設
定
さ
れ
ま
す
。

　
（
毎
年
度
見
直
し
を
行
い
ま
す
。）

　
※
別
途
、
共
益
費
が
発
生
し
ま
す
。

●
そ
の
他

▽�

入
居
申
込
者
に
は
、
抽
選
会
の
案
内

を
通
知
し
ま
す
。

▽�

市
営
住
宅
の
入
居
申
し
込
み
は
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
入
居

を
希
望
す
る
方
は
、
下
記
入
居
要
件

及
び
連
帯
保
証
人
要
件
を
確
認
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

建

広
告

池尻団地３ＬＤＫの間取り
（イメージ図）

市営住宅入居資格

❶～❺の条件を全て満たしている人。

❶ 親族と同居する人。ただし、単身で入居される場合は
特例がありますのでお問い合わせください。

　 （特例に該当する人：満 60 歳以上の人・身体障害等
の認定を受けている人・生活保護を受けている人など）

❷市税などに滞納がない人
❸政令で定められた所得以下の人
❹入居可能な持ち家がない人
❺暴力団員でない人

連帯保証人要件

入居の際には、❶～❺の条件を全て満たし、かつそれぞ
れの生計が別である２名の連帯保証人が必要となります。

❶ 阿蘇市在住の人（ただし、１名については４親等以内
の親族であれば阿蘇市外の方も可）

❷入居者と同等以上の所得の人
❸現在市営住宅に入居していない人
❹市税等に滞納がない人
❺ 資格を証明する書類（所得証明書・納税証明書）を提

出できる人
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広
告

夏
の
節
電
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
県
産
品
が
当
た
る
！

　
県
で
は
、「
く
ま
も
と
県
民
節

電
所
」
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
、
皆

さ
ん
の
節
電
を
応
援
す
る
「
夏
の

節
電
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
中

で
す
。
昨
年
に
比
べ
節
電
し
た
ご

家
庭
の
中
か
ら
抽
選
で
、
50
組
に

１
万
円
相
当
の
県
産
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
体
調
に
気
を
つ
け

な
が
ら
節
電
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
、
ぜ
ひ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、「
く
ま
も
と
県
民

臨
時
福
祉
給
付
金
等
の

受
付
は
10
月
31
日
ま
で

　
市
で
は
、
10
月
31
日
ま
で
給
付

金
の
受
け
付
け
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
方
に
は
、
事
前
に
申
請
書
が
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
給
付
金
に
関
す
る
内
容

は
、
広
報
あ
そ
６
月
号
又
は
阿
蘇

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
臨
時
福
祉
給
付
金
等
対
策
室

（
☎
２
２
‐
３
１
１
４
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

受
付
場
所　
市
役
所
北
側
別
館

臨
時
福
祉
給
付
金
等
対
策
室

●�

受
付
時
間　
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で（
土
日
祝
祭
日
除
く
）

証
明
書
自
動
交
付
機
の

利
用
停
止
に
つ
い
て

　
市
役
所
本
庁
及
び
内
牧
支
所
に

設
置
し
て
い
ま
す
証
明
書
自
動
交

付
機
は
、
10
月
11
日
土
か
ら
13
日

（
月
・
祝
）
ま
で
の
間
、
保
守
・

点
検
作
業
の
た
め
利
用
を
停
止
し

ま
す
。

　
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
平
日

の
開
庁
時
間
（
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
）
に
窓
口
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
の
際
に
は
、
印
鑑

や
本
人
確
認
の
た
め
の
運
転
免
許

証
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で

ご
持
参
願
い
ま
す
。

問
市
役
所
市
民
課

　
☎
２
２
‐
３
１
３
５

　
市
役
所
税
務
課

　
☎
２
２
‐
３
１
４
８

県
民
手
帳
の
予
約
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
！

　
熊
本
県
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
く
ま
モ

ン
を
起
用
す
る
２
０
１
５
年
版
の

県
民
手
帳
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
購
入
を
ご
希
望
の
方
は
、
代

金
（
４
５
０
円
）
を
添
え
て
、
９

月
30
日
火
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●�

特
徴　
▽
県
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
く

ま
モ
ン
を
起
用
（
パ
ラ
パ
ラ
く

ま
モ
ン
も
登
場
）
▽
コ
ン
パ
ク

ト
に
書
け
る
予
定
表
や
ミ
ニ
知

識
と
し
て
市
町
村
便
覧
な
ど
の

統
計
情
報
を
掲
載
▽
大
き
さ
は

９・４
㌢
×
15
㌢

●�
申
込
先　
市
役
所
財
政
課
ま
た

は
各
支
所

※
予
約
取
消
不
可

※ 

 11
月
上
旬
（
予
定
）
に
市
役
所

ま
た
は
各
支
所
で
手
渡
し
と
な

り
ま
す
。

問
市
役
所
財
政
課
企
画
係

　
☎
２
２
‐
３
２
０
４

お
知
ら
せ

Y O S A K O I ★  F ESTIVAL

第 1 回　あそＹＯＳＡＫＯＩ（復幸）まつり
９ 月 27 日（ 土 ） 阿 蘇 市 内 ４ 会 場

　阿蘇市の皆さんに「元気と笑顔」
をお届けします！
　九州各県から２５０名のよさこ
い踊り子が舞い踊ります。お近く
の会場までぜひお越しください。
●とき　９月 27日（土）
●タイムスケジュール
　10:00 ～　阿蘇駅前噴水広場
　12:00 ～　阿蘇ｶﾄﾞﾘｰ ･ ﾄﾞﾐﾆｵﾝ
　14:00 ～　四季彩いちのみや
　17:00 ～　坂梨公民館前広場
※�踊り子が移動して各会場で演舞しま
す。天候などにより内容・時間等を変
更する場合があります。

ボランティアスタッフ募集

　この祭りのボランティアスタッフを
募集します。「よさこい」に興味のあ
る方、阿蘇を盛り上げたい方…一緒に
祭りを成功させましょう！
●募集人員　30人程度
●対象　高校生以上で健康な人
●業務内容　案内、給水、駐車場ほか

あそ YOSAKOI まつり実行委員会事務局
（佐藤）☎ 090-6897-5080

問い合わせ

募

集

182014.09 広報あそ 
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広
告

節
電
所
」
で
検
索
！
（http://

kum
am

oto-setsuden.jp/

）

問 
熊
本
県
商
工
観
光
労
働
部
新
産

業
振
興
局
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
２
０

セ
ー
フ
テ
ィ
・
ド
ラ
イ
ブ

コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

　
阿
蘇
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等

協
議
会
で
は
、「
無
事
故
・
無
違

反
１
２
０
日
運
動
」
と
し
て
セ
ー

フ
テ
ィ
・
ド
ラ
イ
ブ
コ
ン
ク
ー
ル

を
行
い
ま
す
。
期
間
中
、
無
事
故

無
違
反
を
達
成
し
た
チ
ー
ム
の
中

か
ら
、
抽
選
で
商
品
を
贈
呈
し
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
間　

　
11
月
１
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で

●�

実
施
方
法　
１
チ
ー
ム
３
人
で

期
間
中
の
無
事
故
・
無
違
反
に

挑
戦
し
ま
す
。

●
参
加
要
件　

▽ 

運
転
免
許
（
小
型
特
殊
免
許
を

除
く
）
を
有
す
る
人

▽ 

阿
蘇
市
ま
た
は
産
山
村
に
、
居

住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

▽ 

Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
（
運
転
記
録
証
明

書
）
の
取
得
に
異
議
の
な
い
人

●
費
用　
１
チ
ー
ム
１
２
０
０
円

　
（
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
取
得
代
金
３
人
分
）

※ 

Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
取
得
代
金
の
差
額

分
は
主
催
者
が
負
担
し
ま
す
。

●�

申
込
期
間　
10
月
１
日
水
～
31

日
金
（
土
日・祝
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

●�

申
込
方
法　
阿
蘇
警
察
署
内
事

務
局
に
備
え
付
け
の
参
加
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

実
行
委
員
会
事
務
局
（
阿
蘇
警

察
署
内
）

☎
２
２
‐
５
１
１
０

菊
池
郡
市
医
師
会
立
看
護

高
等
専
修
学
校
生
徒
募
集

●
募
集
人
員　
40
人

●�

課
程・学
科　
医
療
高
等
課
程・

准
看
護
科

●
就
業
年
限　
２
年

●
受
験
料　
１
万
円

●
応
募
資
格　
中
学
校
卒
業
以
上

　
（
本
年
度
卒
業
見
込
み
含
む
）

●�

願
書
受
付　
10
月
１
日
水
～
29

日
水　
午
後
４
時
必
着

●
試
験
日　
11
月
６
日
木

●
試
験
地　
同
校（
菊
池
市
隈
府
）

問 

菊
池
郡
市
医
師
会
立
看
護
高
等

専
修
学
校

☎
０
９
６
８
‐
２
５
‐
２
１
８
２

第 28 回　交通安全県民大会
　
秋
の
交
通
安
全
運
動
に
伴
い
、
交
通
安
全
県

民
大
会
が
阿
蘇
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
車
イ
ス
の
国
際
オ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
青
木
拓
磨

氏
に
よ
る
講
演
、
県
警
音
楽
隊
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
や
く
ま
モ
ン
を
は
じ
め
、
阿
蘇
地
区
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
大
集
合
し
ま
す
。
ま
た
、
来
場

者
（
先
着
５
０
０
人
）
に
は
「
ひ
ょ
う
た
ん
交

通
安
全
御
守
り
」の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
と
き　
９
月
20
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

 

阿
蘇
体
育
館

●
入
場
料　

 

無
料

主な内容
第 1 部（13:30 ～）
　●交通安全川柳・標語表彰式
　●翔陽高校生徒「反射材を使用した衣服作成」発表
　●基調講演「諦めない、くじけないための信念とは」　講師 青木拓磨氏
第 2 部（15:15 ～）
　●熊本県警察音楽隊演奏
　●熊本スマートドライバー紹介
　●ゆるキャラパフォーマンス

熊本県警察音楽隊

青木 拓磨氏

問市役所総務課 防災交通係　☎ 22-3111
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広
告

相

談

　

 

ク
チ
ン
を
打
っ
て
い
る
猫
▽
15

歳
以
上
（
平
成
11
年
９
月
19
日

以
前
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
）

※ 

会
場
に
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射

未
接
種
の
犬
は
来
場
で
き
ま
せ

ん
。

問
阿
蘇
保
健
所

☎
３
２
‐
０
５
３
５

「
市
民
の
た
め
の
救
急
講
座
」
を

ラ
イ
ブ
中
継
で
放
送
し
ま
す

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

で
開
催
さ
れ
る
「
市
民
の
た
め
の

救
急
講
座
」
を
、
ラ
イ
ブ
中
継
に

よ
り
阿
蘇
郡
市
医
師
会
館
で
放
送

し
ま
す
。

　
ラ
イ
ブ
中
継
の
ほ
か
に
、
阿
蘇

広
域
消
防
本
部
の
現
役
救
急
隊
員

に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
実
技
指
導
が
行
わ

れ
ま
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
人
の

命
を
救
う
た
め
、
正
し
い
知
識
と

技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
９
月
14
日
日

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
郡
市
医
師
会　

　
（
旧
阿
蘇
中
央
病
院
横
）

問
阿
蘇
郡
市
医
師
会

☎
３
４
‐
０
７
１
６

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

　
高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
の
相
談
活
動
を
強
化
す
る

た
め
、
電
話
に
よ
る
「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」 

を
行
い
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
と
き　
９
月
８
日
月
～
14
日
日

●
受
付
時
間　

▽
９
月
８
日
月
～
12
日
金　
　
　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

▽
９
月
13
日
土
～
14
日
日

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
相
談
電
話

▽
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

問
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

☎
０
９
６
‐
２
９
３
‐
２
２
７
２

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談

　

相
続
、
不
動
産
登
記
、
戸
籍
、

供
託
、
人
権
に
関
す
る
事
項
の
相

談
に
法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
及
び
人
権
擁
護

委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

　
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
方
は
事
前
に
予

約
の
お
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き　
10
月
５
日
日

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●�

と
こ
ろ　
熊
本
地
方
法
務
局
阿

蘇
大
津
支
局
（
大
津
町
）

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

☎
０
９
６
‐
２
９
３
‐
２
２
７
２

行
政
書
士
会
無
料
相
談

　
熊
本
県
行
政
書
士
会
で
は
、
毎

月
10
月
を
「
行
政
書
士
制
度
広
報

月
間
」
と
し
て
、
行
政
書
士
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
と
し

も
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
各
種
許
認
可
や
法
人
設
立
、
遺

言
・
相
続
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
と
き　
10
月
15
日
水
・
16
日
木

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

と
こ
ろ　
熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー

地
下
プ
ラ
ザ
コ
ー
ト

《
電
話
無
料
相
談
》

●
と
き　
10
月
１
日
水

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
相
談
電
話

☎
０
９
６
‐
３
８
５
‐
７
３
０
１

問
熊
本
県
行
政
書
士
会

☎
０
９
６
‐
３
８
５
‐
７
３
０
０

第
４
回
Ａ
Ｓ
Ｏ

動
物
愛
護
ま
つ
り

　
動
物
愛
護
週
間
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
「
第
４
回
Ａ
ｓ
ｏ
動
物
愛
護

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
長
寿

動
物
の
表
彰
や
犬
の
し
つ
け
教

室
、
犬
や
猫
の
里
親
探
し
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
、

こ
れ
か
ら
飼
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
９
月
20
日
土

　
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

●�

と
こ
ろ　
あ
そ
望
の
郷
く
ぎ
の

（
南
阿
蘇
村
）

長
寿
動
物
表
彰
の
受
付

●
申
込
期
限　
９
月
12
日
金

●�
申
込
方
法　
市
役
所
市
民
課
ま

た
は
阿
蘇
保
健
所
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
表
彰
要
件

《
犬
の
場
合
》
▽
阿
蘇
市
に
登
録

　

 

の
あ
る
犬
▽
15
歳
以
上
（
平
成

11
年
９
月
19
日
以
前
に
生
ま
れ

て
い
る
こ
と
）

《
猫
の
場
合
》
▽
動
物
病
院
で
ワ

催

し



暮 ら し の 情 報

離婚・相続・借金・交通事故・土地の境界 etc… ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日１０時～１７時（事前予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１１００円
・『多重債務』の相談 は 無料 地域の法律事務所として設立された公設事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　関塚 明子（せきづか　あきこ）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）
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広
告

火 災
件数 累計 前年同期比

建 物 0件 9件 3件��増
林 野 0件 2件 2件��減
車 両 0件 3件 ー件��ー
その他 0件 2件 2件��増

事 故

数字 で阿 蘇 市 を
見てみよう

人の動き

件数 累計 前年同期比
発生事故 5件 59件 8件��増
死 者 1人 1人 �2人��減
負傷者 5人 81人 2人��増

人数・世帯数 前月比
人�口 27,918人 20人�減
男�性 13,159人 10人�減
女�性 14,759人 10人�減
世�帯 11,258 世帯 ー世

帯�ー

ご み
排出量 前年同月比

可燃ごみ 744.2㌧ 14㌧��減
資源ごみ 60.2㌧ 24.2㌧��減
不燃ごみ 24.0㌧ 4.5㌧��減
1人当たりの量 947㌘ 38㌘���減
（大阿蘇環境センター未来館搬入実績より）
※�ごみ処理量が減るよう減量化に取り
組みましょう。

（7月 31日時点）

（7月期）

（7月期）

（7月期）

自
死
遺
族
支
援
を
考
え
る

講
演
会
・
遺
族
交
流
会

　
家
族
や
大
切
な
方
を
自
死
で
亡

く
さ
れ
た
方
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
講
演
会
と
、
ご
遺
族
の
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。

●�

対
象
者　
▽
大
切
な
人
を
自
死

で
亡
く
さ
れ
た
人
▽
自
死
遺
族

支
援
に
関
心
の
あ
る
人

※
交
流
会
は
ご
遺
族
の
み
で
す
。

●
と
き　
10
月
17
日
金

▽
講
演
会
：
午
後
１
時
～
２
時
45
分

▽
交
流
会
：
午
後
３
時
～
４
時
30
分

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
地
域
振
興
局

●
費
用　
無
料

問
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
６
‐
３
８
６
‐
１
１
６
６

熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会

　
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
し
、
一
人
一
人
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
行
わ
れ
る
集
会
で
す
。

県
内
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、
子

ど
も
実
行
委
員
の
運
営
に
よ
り
、

体
験
・
活
動
報
告
や
全
体
活
動
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
と
き　
10
月
11
日
土　

　
午
前
10
時
～
正
午

●
と
こ
ろ　
パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

問 

熊
本
県
教
育
庁
教
育
指
導
局
人

権
同
和
教
育
課　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
０
２

国 立 阿 蘇 青 少 年 交 流 の 家 開 所 50 周 年 記 念 事 業

三浦 雄一郎　講演会
『３度目のエベレスト登頂成功までを振り返る』

とき　10 月 25 日土　14 時～（受付 13 時～）

ところ　国立阿蘇青少年交流の家 講堂

入場料　無料（定員 400 人）

応募方法　講演は事前申込みが必要です。ホーム
ページ（http://aso.niye.go.jp）または往復はが
きにてお申し込みください。詳しくはお問い合わせ
ください。
締切　9 月 12 日金必着

申込・問い合わせ　国立阿蘇青少年交流の家　☎ 22-0813
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人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

自
分
の
責
任

山
田
小
学
校
６
年

今
村　
心
海

　
私
は
『
生
き
物
係
』
で
す
。
育

て
て
い
る
生
き
物
は
メ
ダ
カ
と
ホ

ウ
セ
ン
カ
の
花
で
す
。
メ
ダ
カ
は

三
年
生
の
と
き
か
ら
飼
い
始
め

て
、
そ
の
子
孫
た
ち
が
今
育
て
て

い
る
メ
ダ
カ
で
す
。
今
、
メ
ダ
カ

は
二
十
ぴ
き
ぐ
ら
い
い
ま
す
。
毎

日
え
さ
を
あ
げ
た
り
、
ゴ
ミ
を

取
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
三
年
生
の
と
き
に
も
生

き
物
係
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
た
ぶ
ん
、
そ
の
と
き
よ
り
も

今
の
方
が
、
よ
く
世
話
を
し
て
い

ま
す
。
毎
日
、
必
ず
三
回
は
メ
ダ

カ
の
こ
と
を
考
え
ま
す
。
こ
う

な
っ
た
の
は
、
あ
る
小
さ
な
事
件

が
起
き
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。

　
三
年
生
の
と
き
、
い
つ
も
の
よ

う
に
、
朝
、
え
さ
を
あ
げ
て
い
た

ら
水
草
に
メ
ダ
カ
の
た
ま
ご
が
つ

い
て
い
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
に

話
を
す
る
と
、

「
メ
ダ
カ
が
食
べ
る
か
ら
、
別
の

と
こ
ろ
に
入
れ
て
お
い
た
方
が
い

人 権 作 文 平成25年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成25年度時点。

い
ね
。
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
私
は
家
か
ら
小
さ
な
入
れ
物

を
持
っ
て
き
て
水
を
入
れ
、
水
草

と
た
ま
ご
を
入
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
早
く
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
な

い
か
な
と
、
毎
日
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。

　
で
も
、
メ
ダ
カ
の
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
る
前
に
夏
休
み
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
私
は
、
メ
ダ
カ
ど
う

す
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
け

ど
、
ま
あ
、
い
い
か
と
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
ま
し
た
。
夏
休
み
中

は
メ
ダ
カ
の
こ
と
は
ず
っ
と
ほ
っ

た
ら
か
し
で
、
す
っ
か
り
忘
れ
て

し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私

は
、
教
室
に
行
く
と
ち
ゅ
う
に
ふ

と
メ
ダ
カ
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
『
ま
ず
い
』
そ
う
思
い
な

が
ら
急
ぎ
足
で
教
室
に
向
か
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
水
そ
う
を
バ
ッ

と
見
る
と
、
一
し
ゅ
ん
体
が
固
ま

り
ま
し
た
。
小
さ
な
入
れ
物
に

あ
っ
た
水
草
と
た
ま
ご
は
、
水
が

蒸
発
し
て
か
れ
て
な
く
な
り
、
水

そ
う
に
い
る
メ
ダ
カ
は
、
半
分
ほ

ど
死
ん
で
い
た
の
で
す
。
え
さ
を

《
先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
》

ず
っ
と
あ
げ
て
い
な
か
っ
た
か
ら

死
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
私
は
、
声

が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

友
達
は
、
「
あ
ら
ま
。
」
と

言
っ
た
く
ら
い
で
、
あ
ま
り
気
に

し
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
。
で

も
、
私
は
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
、

ど
う
し
て
夏
休
み
に
え
さ
を
あ
げ

な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
と
て
も
く
や
し
か
っ
た

で
す
。

　
今
年
は
同
じ
よ
う
な
失
敗
を
し

な
い
よ
う
に
、
夏
休
み
の
前
、
私

は
先
生
に
、

「
夏
休
み
、
メ
ダ
カ
は
ど
う
し
た

ら
い
い
で
す
か
。
」

と
、
た
ず
ね
ま
し
た
。
先
生
は
、

「
先
生
が
え
さ
を
や
る
か
ら
い
い

よ
。
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
私

は
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　
今
の
私
は
毎
日
メ
ダ
カ
の
こ
と

を
思
い
、
メ
ダ
カ
を
死
な
せ
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ホ
ウ
セ
ン

カ
に
も
毎
日
水
を
あ
げ
て
か
れ
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
メ

ダ
カ
も
ホ
ウ
セ
ン
カ
も
生
き
て
い

る
の
で
す
か
ら
。

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
生
き
物
の

　

心
海
さ
ん
は
本
当
に
よ
く

メ
ダ
カ
の
水
槽
を
見
て
い
ま

す
。
教
室
の
メ
ダ
カ
だ
け
で

な
く
、
理
科
室
に
い
る
メ
ダ

カ
の
世
話
も
し
て
い
ま
す
。

三
年
生
の
と
き
に
そ
う
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
私

は
今
回
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
失
敗
か
ら
学
ん
で
、
自

分
を
成
長
さ
せ
る
心
海
さ
ん

の
姿
は
感
心
さ
せ
ら
れ
る
ば

か
り
で
す
。
そ
う
言
え
ば
心

海
さ
ん
の
お
母
さ
ん
と
話
を

し
て
い
る
と
き
、「
障
壁
を

作
っ
て
失
敗
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。」
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。

心
海
さ
ん
の
こ
と
を
よ
く
知

り
、
考
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
か

ら
こ
そ
出
た
言
葉
な
の
だ
と

今
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

命
を
大
切
に
し
、
宮
沢
賢
治
が

言
っ
た
よ
う
に
『
生
き
物
の
心
が

わ
か
る
』
人
間
に
な
れ
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。



阿蘇市在住。
絵や講演で活躍中。

絵・文　あべまりあ

「自然とともに遊び生活した子どもの頃の体験は宝物だ。心身を強くし、感
性を豊かにする。阿蘇の大自然を守るためにも次代を担う若い人や子ども
たちにもぜひ伝えたい！」と願い、あべさんが描かれた作品をお届けします。

大事にしたい、懐かしい阿蘇の生活 No.30
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阿蘇地区　東コース
９月１０日水・１０月８日水

西役犬原公民館　　　　　
　13:30 ～ 13:50
竹原公民館　　　　　　　
　14:00 ～ 14:20
猿渡製材所前　　　　　　
　14:30 ～ 14:50
坊中公民館　　　　　　　
　15:00 ～ 15:20
佐伯商会前　　　　　　　
　15:25 ～ 15:45

阿蘇地区　西コース
９月１２日金・１０月１０日金

赤水駅前　　　　　　　　
　13:50 ～ 14:10
宮本酒店前　　　　　　　
　14:20 ～ 14:40

一の宮地区・波野地区
９月１９日金・１０月１７日金

波野保健福祉センター　　
　10:50 ～ 11:20
坂梨公民館　　　　　　　
　13:10 ～ 13:30
古城公民館　　　　　　　
　14:20 ～ 14:50

242014.09 広報あそ 

Library Information

bookmobile 移 動 図 書 館

情 報

※�

天
候
や
道
路
状
況
に
よ
り
巡
回
を
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
移
動
図
書
館
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
阿
蘇
図
書
館
☎
３
２
‐
０
０
６
７
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

オ ス ス メ 図 書 新 刊 案 内
あなたの知的好奇心『見たい！知りたい！』を満足させる
おすすめ本や話題の本など様々なジャンルの本をご案内します。

　ミステリー界に激震！国民的探偵が迎える衝撃のラス
ト？！これまで１１４事件を解決に導いてきた名探偵が
１１５件目の事件で絶対絶命の危機に瀕す！浅見光彦は、
本人が知らない間に企画された 34 歳の誕生日パーティ
に際し、ドイツ人ヴァイオリニスト、アリシアに頼まれ
共に丹波篠山へ赴く。アリシアは祖母に、彼の地で男に
託された楽譜を預かってくるように言われていた…。

遺譜　浅見光彦最後の事件　上・下 ▷内田　康夫著

　ここは海に浮かぶ船の上。女の子がカモメにえさ
をあげようとしたら、テンちゃんという人形を海に
落としてしまいました。さあ、テンちゃんは女の子
のもとへ帰れるのでしょうか？『100 かいだての
いえ』『ちか 100 かいだてのいえ』に続く、１００
かいてだてシリーズ第３弾！

うみの１００かいだてのいえ ▷藤田宜永

おはなしアップルのおはなし会
　土曜の午後は、図書館でおはな
しの世界に浸ってみませんか？おは
なし会は参加無料です。
●とき　9 月 27 日土　午後２時～
●ところ　阿蘇図書館

「
阿
蘇
市
立
図
書
館
」
で
検
索
！

市
立
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

　
図
書
館
の
本
の
検
索
や
予
約
が

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
ど
こ
か
ら
で

も
可
能
で
す
。
ま
た
、
検
索
画
面

か
ら
は
在
庫
状
況
も
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
予
約
や

利
用
状
況
照
会
を
行
う
に
は
、
利

用
登
録
カ
ー
ド（
※
）の
裏
面
に
印
字

さ
れ
て
い
る
利
用
者
番
号
と
パ
ス

ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
本

の
予
約
に
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の

登
録
が
必
須
で
す
。
な
お
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
予
約
は
図
書
館

が
予
約
処
理
を
確
定
し
た
時
点
で

有
効
と
な
り
ま
す
。

（�

※
）

�

利
用
登
録
カ
ー
ド
は
、
本
を
借
り

　

�

る
と
き
に
必
要
な
カ
ー
ド
で
す
。

各
図
書
館
窓
口
で
発
行
し
て
い
ま

す
。
免
許
証
な
ど
の
住
所
が
確
認

で
き
る
身
分
証
明
証
を
ご
提
示
く

だ
さ
い
。

市立図書館のホームページ画面

問阿蘇図書館　 ☎ 32-0067 ／一の宮図書館 ☎ 22-2916
ASO LIBRARY NEWS図書館へ行こう！

第 10回阿蘇市読書感想文
コンクールの作品募集中！

●�応募資格　市内に在住する一般社
会人（大学・短大・専門学校等
の学生含む）・市内小中学校、高
校に在籍する児童生徒
●�対象図書　フィクション・ノン
フィクション問わず
●�用紙・字数　▷Ｂ４版４００字
詰め原稿用紙（パソコン等によ
るものも可）▷本文１，２００　
字以上２，０００字以内

●応募締切　9 月 19 日金まで
●�応募先　一の宮図書館または阿蘇図書館
※ 応募方法など詳しくは阿蘇図書館
（☎ 32-0067）までお気軽にお
問い合わせください。

【ホームページ】http://www.aso-lib.jp/
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由布市
由布市は温泉湧出量・源泉数ともに全
国２位を誇る「由布院温泉」や、古く
から湯治場として栄えた「湯平温泉」、
酸性度全国２位で皮膚病に特効のある
薬湯「塚原温泉」など、豊富な温泉に
恵まれており、市内各所で入浴を楽し
むことができます。

50やまなみハイウェイ開通　　　周年記念特集リレーコラム

イ ベ ン ト 情 報 Event Information

第４０回由布院牛喰い絶叫大会
　●とき　10 月 13 日（月・祝）
　 草原で由布院産豊後牛の焼き肉に舌鼓を打ったあ

と、参加者がそれぞれの思いの丈を絶叫します。
声の大きさや内容の面白さなどで審査が行われ、
入賞者には豪華賞品が用意されています。

第２５回庄内神楽祭り・第３３回庄内町ふるさと祭り
　●とき　11 月 3 日（月・祝）
　 由布市庄内町の伝統芸能である庄内神楽。この日

は神楽座が一堂に会し、演武を披露します。また、
地元の保育園や高校生の舞も披露され、一日中神
楽を満喫できます。同時開催の庄内町ふるさと祭
りでは、多数の出店や地元特産品の直売などが行
われます。

第２９回はさまきちょくれ祭り
　●とき　11 月 8 日（土）～ 9 日（日）
　 農産物の展示販売や食べ物、物品販売コーナーが

多数出店します。また、各種ステージイベントも
行われ、見るだけではなく参加していただいて楽
しめる多彩な催しが行われます。

第２回 ～地域自治を大切にした住み良さ日本一のまち ～　由布市

男池
原生林に包まれた黒岳の麓から湧出する
名水で、日本名水百選にも選ばれていま
す。すぐそばに原生林があり、トレッキ
ングなどで気軽に自然を満喫できます。

白水鉱泉
黒岳の麓、庄内町阿蘇
野にある天然炭酸水の
鉱泉です。ミネラルを
多く含むこの炭酸水
は、飲用として広く利
用されており、県内外
から多くの方が水くみ
に訪れています。

湯平温泉
鎌倉時代に開かれた温泉場です。江戸時
代に作られた石畳道路を中心に２０をこ
える旅館や、５つの共同浴場が立ち並び
ます。由布院温泉とは一味違う情緒あふ
れる温泉地です。



相　談

●　９月　９日㊋　４ヵ月児健診
●　９月　９日㊋　もうすぐ 1 歳健診
●　９月１６日㊋　３歳児健診
●　９月３０日㊋　１歳６ヵ月児健診
●１０月　７日㊋　７～８ヵ月児健診

●　９月　７日㊐　一の宮整形外科　☎ 22-3911
●　９月１４日㊐　松見内科クリニック　☎ 22-0260
●　９月１５日㊊　たくもと小児科クリニック　☎ 34-2202
●　９月２１日㊐　家入整形外科　　☎ 32-0048
●　９月２３日㊋　脇胃腸科　　　　☎ 32-2500
●　９月２８日㊐　栗林内科医院　　☎ 24-1024
●１０月　５日㊐　眼科古嶋医院　　☎ 34-0008

在宅医

健　診

心配ごと相談
● 9月 18日㊍・10月 2日㊍　9:30 ～ 12:00　阿蘇保健福祉センター
　問社会福祉協議会　☎ 32-1127

年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
● 9月 12日㊎・10月 6日㊊　10:00 ～ 15:00�農村環境改善センター
● 9月 8日・22日㊊・10月 10日㊎�　10:00 ～ 15:00�一の宮保健センター
　問熊本東年金事務所　☎ 096-367-2503

こころの相談
●10 月 14 日㊋　13:30 ～ 16:00　阿蘇保健所
　問阿蘇保健所　☎ 32-0535

消費生活相談
●9 月 17 日㊌・10月 1日㊌　10:00 ～ 15:00　内牧支所
　問阿蘇市消費生活センター　☎ 22-3364

もの忘れ相談
●随時受け付けています。
　問地域包括支援センター　☎ 32-5122
　問市役所ほけん課　☎ 22-3145

障がい者相談（就業・生活）
●9 月 16 日㊋　10:00 ～ 12:00　阿蘇市役所
　問市役所福祉課　☎ 22-3167

登記相談 ( 売買・贈与・相続等）
●10 月 16 日㊍　10:30 ～ 15:00　阿蘇市役所
　問熊本地方法務局阿蘇大津支局�☎096-293-2272

子育て

のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
●　９月１３日㊏　保育園の運動会に参加しよう
●　９月１７日㊌　絵本館（木いちご）で絵本に親しむ
●　９月２４日㊌　誕生会・計測日、お月見団子を作ろう
●１０月　１日㊌　うぶやま牧場に行こう

すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
●　９月１１日㊍　おじいちゃん・おばあちゃんと交流
●　９月１６日㊋　散歩へ行こう
●　９月１８日㊍　救急法講習会（阿蘇広域消防本部）
●　９月１９日㊎　わいわい子育て相談会
●　９月２２日㊊　手作りおもちゃ作り
●　９月２５日㊍　誕生会・計測日
●　９月３０日㊋　プログラム作り（ミニ運動会に向けて）
●１０月　２日㊍　ミニ運動会
●１０月　７日㊋　体験保育（坂梨保育園）

ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
●　９月１０日㊌　ぴよぴよミニ運動会
●　９月１７日㊌　お月見コンサート
●　９月２４日㊌　誕生会・おはなし会、体験試食会
●　９月２５日㊎　あそ☆ビバで遊ぼう
●１０月　１日㊌　計測日・栄養講座、おやつ試食会
●１０月　２日㊍　音楽で遊ぼう
●１０月　８日㊌　英語で遊ぼう

※場所 : 一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。
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●　９月　６日㊏　大阿蘇元気ウオーク（阿蘇神社駐車場）～７日まで
●　９月　７日㊐　中江岩戸神楽定期公演（中江神楽殿）
●　９月１３日㊏　宮地・坂梨小学校運動会
●　　　〃　　　　阿蘇中学校体育大会
●　９月１４日㊐　古城小学校運動会
●　９月２０日㊏　阿蘇西・尾ヶ石東部小学校運動会
●　９月２５日㊍　阿蘇神社「田実祭」
●１０月　４日㊏　�神楽フェスティバル（道の駅波野「神楽苑」）～ 5 日まで
●１０月　９日㊍　シルバースポーツ大会
●１０月１８日㊏　阿蘇青少年交流の家開所 50 周年記念式典
●１０月２３日㊍　阿蘇市戦没者追悼式（阿蘇体育館）

●　９月１８日㊍　スーパーみやはら内牧店（9:30 ～ 16:00）
●１０月３０日㊍　阿蘇地域振興局（9:30 ～ 12:00）
　　　　　　　　　　　阿蘇医療センター（13:30 ～ 16:00）

問市役所ほけん課　☎ 22-3145

献　血

予約制

要予約

要予約

要予約

要予約

※阿蘇医療センター夜間診療：毎週金曜 19時～ 21時



材　料（４人分）
●ダイコン ２５０㌘　●米粉 ７０㌘
●片栗粉 ７０㌘　●ごま油 少々
●砂糖 大さじ２と１／２　●しょうゆ 大さじ１と１／２
●みりん 大さじ２と１／２　●酢 小さじ１
●ごま 適量　●きなこ 適量　●青のり 適量
●青シソ １枚　

作 り 方
❶ ダイコンの皮をむいてすりおろす。
❷米粉と片栗粉を❶に入れ混ぜ、おもちのようにまるめ
る。
❸ ごま油をフライパンに流し❷をのせ、ふたをして弱火

で３～４分蒸し焼きにする。
❹両面にこげ目をつける。
❺Aをまぜ軽く熱し、たれを作る。
❻ おもちの上にたれをかけ、Bをそれぞれのせ、

青シソをしいた皿にのせる。
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 さん（25歳）　住所:坂梨　自営業
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食生活改善推進員協議会

地
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C ooking!

〔趣味〕映画鑑賞　
〔好きな言葉〕一意専心
〔好きな女性のタイプ〕
　明るい人
〔�阿蘇の好きなところ〕　
　豊かな自然

Ｑ．仕事の内容　
　�農産物の生産と販売
Ｑ．�仕事で、日頃から心がけていること
　�早起きを心がけています

さわやか
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阿蘇産のダイコンは夏でも水分を多く含み、辛味
が少ないのが特徴です。餅と合わさりダイコンの
風味も引き立ちます。また、ダイコンの代わりに
ニンジンやキュウリでも作ることができます。

問一の宮保健センター　☎ 22-5088

　 多 彩 な 味 が 楽 し め る ♪　
三 色 ダ イ コ ン も ち

WebTV アソ
動 画

A

B

WebTV アソ
動 画


